
肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
－

１
天
正
一
七
年
検
地
帳
を
め
ぐ
っ
て

１

（
１
）

肥
後
国
に
お
け
る
近
世
の
検
地
の
研
究
は
、
戦
後
ま
Ｊ
も
な
く
な
さ
れ
た
『
肥
後
国
検
地
諸
帳
目
録
』
の
刊
行
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
。
肥

後
藩
に
は
明
治
初
年
八
九
○
○
冊
の
検
地
帳
が
伝
来
し
て
い
た
が
、
第
二
次
大
戦
の
戦
火
に
遭
っ
て
大
半
が
焼
失
、
現
在
残
存
す
る
も
の
三
九

五
六
鵬
と
い
う
。
し
か
し
な
お
天
正
一
七
年
（
一
五
八
九
）
加
藤
清
正
の
検
地
帳
五
七
冊
を
は
じ
め
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
い
た
る
ま

で
の
、
主
と
し
て
飽
田
・
詫
摩
・
山
本
・
菊
池
・
合
志
・
山
鹿
・
玉
名
郡
な
ど
ほ
ま
県
北
部
諸
村
に
関
す
る
も
の
が
残
存
し
て
い
る
。
さ
ら
に

今
日
残
存
し
な
い
も
の
で
も
、
明
治
初
年
現
在
の
検
地
帳
目
鋪
に
よ
っ
て
そ
の
概
要
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

戦
後
の
肥
後
国
検
地
の
研
究
は
一
一
つ
の
時
期
に
区
分
さ
れ
る
。
第
一
の
時
期
は
太
閤
検
地
研
究
の
一
環
と
す
る
天
正
一
七
年
・
慶
長
九
年
九

（
４
）
・

月
・
慶
長
一
一
一
一
年
検
地
帳
の
検
討
に
集
中
し
た
時
期
で
あ
り
、
宮
川
満
・
安
藤
精
一
・
小
野
重
雄
氏
ら
の
研
究
が
こ
れ
に
当
る
。
こ
上
で
は
天

正
一
七
年
・
慶
長
九
年
・
慶
長
一
三
年
の
検
地
帳
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
そ
の
年
次
的
変
遷
を
も
っ
て
農
村
構
造
の
変
遷
を
解
明
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
小
野
重
雄
氏
は
慶
長
九
年
九
月
の
検
地
帳
と
天
正
一
七
年
検
地
帳
と
の
近
似
性
を
指
摘
す
る
傍
ら
慶
長
九
年
九
月
検

地
帳
と
慶
長
一
三
年
検
地
帳
と
が
僅
か
四
年
し
か
隔
た
ら
な
い
の
に
殆
ん
ど
近
似
性
が
な
い
点
を
指
摘
し
、
慶
長
九
年
検
地
帳
の
作
為
性
を
認

後
国
検
地
帳
の
再
検
討
㈲
（
松
本
）

ー

松
本
寿
三
郎
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肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
㈲
（
松
本
）

め
て
い
る
点
、
次
の
時
期
へ
連
な
る
研
究
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
５
）

第
一
一
期
は
検
地
帳
の
性
格
に
注
目
し
た
研
究
の
時
期
で
、
花
岡
興
輝
・
松
下
志
朗
・
森
山
恒
雄
、
熊
本
近
世
史
の
会
の
研
究
が
こ
れ
に
当
る
。

花
岡
氏
は
慶
長
九
年
九
月
の
検
地
帳
高
と
郷
帳
の
村
高
に
つ
い
て
検
討
し
、
寛
永
一
一
年
（
一
六
三
四
）
一
一
月
に
細
川
忠
利
か
ら
老
中
に
差

出
さ
れ
た
『
肥
後
国
郷
帳
』
は
慶
長
九
年
九
月
の
検
地
帳
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
御
前
帳
高
で
あ
る
こ
と
、
慶
長
九
年
九
月
の
検
地
帳
と

天
正
一
七
年
検
地
帳
と
の
近
似
性
に
注
目
し
、
天
正
一
七
年
検
地
帳
か
ら
荒
地
・
開
発
地
を
差
引
い
た
熟
田
畑
の
承
を
計
算
し
た
も
の
が
慶
長

九
年
九
月
の
検
地
帳
Ⅱ
郷
帳
高
で
あ
る
と
し
た
。
一
方
松
下
氏
は
花
岡
氏
の
説
を
受
け
て
一
歩
進
め
て
石
高
制
の
も
つ
「
領
有
原
則
」
と
「
地

代
原
則
」
の
乗
離
を
論
じ
天
正
一
六
年
閏
五
月
の
加
藤
清
正
所
領
目
録
と
慶
長
検
地
帳
の
比
較
か
ら
天
正
一
七
年
検
地
に
お
い
て
一
六
八
％
に

及
参
打
出
し
が
あ
り
、
領
知
高
に
表
高
と
内
高
の
二
つ
の
石
高
が
存
在
し
た
こ
と
を
論
じ
た
。

天
正
一
七
年
検
地
帳
Ｉ
郷
帳
高
を
と
る
花
岡
・
松
下
氏
に
対
し
、
森
山
氏
は
天
正
一
七
年
検
地
帳
と
慶
長
九
年
九
月
の
両
検
地
帳
が
残
存
す

プ
ラ
ス

る
菊
池
郡
・
山
鹿
郡
の
五
一
一
村
（
実
際
の
村
数
で
は
四
八
村
）
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
天
正
一
七
年
検
地
帳
高
は
「
御
本
帳
」
高
十
打
出

マ
イ
ナ
ス

分
、
「
御
本
帳
」
高
ｌ
無
高
（
高
不
足
、
坪
無
）
と
な
る
こ
と
か
ら
、
天
正
一
七
年
検
地
帳
の
前
に
基
礎
的
検
地
帳
と
し
て
「
御
本
帳
』
が
あ

り
、
こ
れ
が
慶
長
九
年
検
地
帳
高
と
一
致
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
天
正
一
六
年
上
使
衆
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
「
公
検
地
」
高
で
あ
る
こ
と
を
論
じ

こ
う
し
て
肥
後
に
お
け
る
石
高
制
の
成
立
が
、
天
正
一
六
年
上
使
衆
に
よ
る
『
公
検
地
』
に
あ
り
、
こ
れ
が
「
郷
帳
高
」
．
「
表
高
」
と
し
て

幕
末
ま
で
生
き
続
け
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
○
森
山
氏
の
所
説
は
極
め
て
説
得
力
に
富
む
の
で
あ
る
が
、
㈲
天
正
一
七
年
の
検
地
の
性
格
に
つ

い
て
、
自
天
正
一
七
年
の
検
地
高
に
つ
い
て
、
国
天
正
一
六
年
閏
五
月
の
加
藤
清
正
所
領
目
録
の
領
知
高
に
つ
い
て
、
な
ど
若
干
の
点
に
つ
い

て
は
な
お
問
題
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
に
あ
た
り
、
本
稿
で
は
天
正
一
六
年
の
上
使
衆
検
地
と
天
正
一
七
年
検
地
帳
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ら
れ
た
。



天
正
期
に
お
け
る
肥
後
の
検
地
と
し
て
余
り
問
題
に
さ
れ
な
い
が
、
天
正
一
五
年
の
佐
食
成
政
に
よ
る
検
地
が
あ
る
。
こ
の
検
地
は
国
衆
の

反
対
に
逢
い
、
国
衆
一
渓
を
惹
起
し
結
果
的
に
は
肥
後
全
域
に
施
行
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
同
年
七
月
一
九
日
付
の
「
合
志
郡
富
納
村
宰
府
天
満

（
６
）

（
７
）

宮
領
御
指
出
置
日
記
」
に
一
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
指
出
検
地
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
成
政
の
宛
行
を
受
け
た
小
代
氏
や
内
田
氏
・
山
上
三
名
字

な
ど
の
存
在
か
ら
広
い
範
囲
で
の
指
出
の
実
施
が
推
測
で
き
よ
う
。

肥
後
国
の
本
格
的
な
検
地
は
、
天
正
一
六
年
三
月
か
ら
国
衆
一
摸
の
残
党
検
索
の
た
め
に
派
遺
さ
れ
た
九
人
の
上
使
衆
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

た
。
こ
の
時
の
上
使
衆
の
地
域
分
担
は
「
相
良
統
俊
肥
後
国
検
地
覚
塗
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

浅
野
弾
正
山
本
郡
飽
田
郡
詫
摩
郡

尻

生
駒
雅
楽
玉
名
郡
山
鹿
郡

蜂
須
賀
阿
波
守
菊
池
郡
合
志
郡

蜂
須
賀
阿
波
守

戸
田
民
部
少
輔

黒
田
勘
解
田

森
壱
岐
守

福
島
左
衛
門
尉

加
藤
主
計
頭

小
西
摂
津
守

相
良
分
球
磨
郡
検
地
な
し

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
㈲
（
松
本
）

一一一一ー一一

宇
土
郡
八
代
郡
蔵
北
郡
の
内
天
草
郡

阿
蘇
郡
益
城
郡

一
一



か
で
あ
る
。
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（
９
）

上
使
衆
に
よ
る
検
地
は
一
一
一
月
か
ら
五
月
ま
で
か
か
り
、
そ
の
間
に
大
宰
府
天
満
宮
領
合
志
郡
富
納
村
六
○
石
の
安
堵
は
四
月
一
一
一
日
付
、
南
福
寺

、
（
肥
）

薬
師
領
の
安
堵
は
五
月
一
一
七
日
に
な
さ
れ
る
な
ど
寺
社
へ
の
所
領
安
堵
が
行
な
わ
れ
た
。

（
皿
）

こ
の
検
地
の
結
果
が
直
ち
に
領
内
を
規
制
し
た
こ
と
は
加
藤
清
正
が
北
里
一
一
一
河
入
道
・
同
左
馬
へ
宛
て
た
「
定
」
の
次
の
条
に
よ
っ
て
明
ら

一
、
喪
年
貢
定
物
成
之
所
、
我
を
直
皇
相
定
、
雷
付
を
在
々
肝
煎
に
相
渡
候
外
は
、
少
も
不
可
有
、
別
儀
侯
、
付
り
隈
本
へ
つ
め
夫
之
儀
、

拾
石
二
一
人
シ
、
可
出
候
、
若
不
入
候
而
帰
候
共
、
奉
行
に
礼
銭
少
も
不
可
出
事

こ
れ
に
よ
れ
ば
検
地
の
結
果
に
基
づ
い
て
麦
年
貢
の
納
入
が
命
ぜ
ら
れ
、
高
に
応
じ
て
一
○
石
に
一
人
の
隈
本
詰
夫
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
検
地
の
結
果
は
領
内
農
村
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
、
こ
の
「
定
」
は
天
正
一
六
年
閏
五
月
六
日
に
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

（
肥
）

消
正
が
肥
後
国
北
半
分
八
郡
一
九
万
四
九
一
六
石
を
与
え
ら
れ
る
の
は
、
閏
五
月
一
五
日
の
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
閏
五
月
一
五
日
は
朱
印

状
の
日
付
で
あ
っ
て
、
す
で
に
閏
五
月
上
旬
に
肥
後
国
領
知
の
事
は
決
定
し
て
い
た
の
か
も
知

加
藤
涜
正
・
小
西
行
長
が
封
ぜ
ら
れ
た
肥
後
国
は
、
直
前
に
秀
吉
の
上
使
衆
に
よ
っ
て
検
地
が
行
な
ｊ
れ
た
処
で
あ
る
。
閏
五
月
一
五
日
付

（
鯛
）

で
秀
士
ロ
は
大
矢
野
民
部
に
検
地
の
う
鵬
え
天
草
郡
内
一
七
五
○
石
を
宛
行
い
、
小
西
行
長
に
合
宿
を
命
じ
て
い
る
。
ま
た
同
年
九
月
に
は
八
代
一

（
Ｍ
）

（
蝿
）

一
一
一
人
衆
・
一
一
一
○
人
衆
に
知
行
を
宛
行
っ
て
い
る
し
、
臼
間
右
衛
門
佐
、
大
野
左
馬
助
に
知
行
を
宛
行
い
、
隈
本
に
合
宿
を
命
じ
て
い
る
。
こ
う

し
た
肥
後
国
内
で
の
知
行
宛
行
を
筑
前
国
で
の
知
行
宛
行
と
比
較
し
て
承
る
と
、
ま
だ
検
地
が
行
わ
れ
て
い
な
い
筑
前
で
は
高
で
な
く
土
地
を

一
、
国
中
一
渓
起
候
と
い
へ

へ
去
年
之
儀
者
、
平
百
姓
之
分
被
御
免
、
御
検
地
被
仰
付
上
〈
、
如
前
食
罷
直
、
耕
作
等
無
如
在
可
仕
事

一
、
国
中
麦
年
貢
之
儀
、
御
検
地
之
上
を
以
、
三
分
二
召
置
、
三
分
一
〈
百
姓
二
可
遣
候
旨
、
被
仰
出
候
、
錐
然
諸
百
姓
迷
惑
之
鉢
見
及
侯

条
、
在
会
其
立
毛
之
上
言
而
、
百
姓
共
勘
忍
続
候
様
可
申
付
事

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●



天
正
一
七
年
検
地
と
慶
長
九
年
九
月
検
地
の
論
点
は
花
岡
・
松
下
脱
が
天
正
一
七
年
検
地
（
１
打
出
、
荒
地
）
Ｉ
慶
長
九
年
九
月
検
地
、
松

下
氏
に
あ
っ
て
は
天
正
一
七
年
の
極
度
の
打
出
し
を
唱
え
る
、
の
に
対
し
、
森
山
氏
は
天
正
一
六
年
検
地
（
Ｉ
御
本
帳
）
Ｉ
慶
長
九
年
九
月
検

地
と
し
、
天
正
一
七
年
検
地
は
二
％
程
度
の
打
出
し
ｌ
石
高
の
乗
離
な
し
Ｉ
を
唱
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
松
下
説
の
極
度
の
打
出
し
は
天
正
一

六
年
の
肥
後
国
領
知
方
目
録
の
一
九
万
四
九
○
○
石
と
郷
帳
高
と
の
対
比
に
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
森
山
氏
は
「
な
お
検
討
を
要
す
る
が
、
見

通
し
的
に
は
、
私
は
中
世
の
図
田
帳
高
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
」
と
さ
れ
、
論
拠
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
し
か
し
肥
後
で
は
今
の
と

こ
ろ
中
世
の
図
田
帳
高
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
し
、
何
よ
り
も
、
天
正
一
六
年
上
使
衆
検
地
Ｉ
「
御
本
帳
」
高
の
確
定
が
な
さ
れ
た
後
の

領
知
高
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
中
世
の
図
田
帳
高
と
は
云
い
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。
然
ら
ば
天
正
一
六
年
領
知
高
は
何
に
よ
っ
た
か
と
い
う

こ
と
に
な
る
が
、
森
山
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
「
御
本
帳
」
高
を
集
計
す
れ
ば
菊
池
郡
は
領
知
高
一
万
五
九
五
○
石
を
上
廻
り
、
郷
帳
高

二
万
六
四
六
三
石
と
な
る
。
し
か
し
、
所
領
宛
行
を
受
け
た
時
す
で
に
「
御
本
帳
」
高
は
確
定
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
へ
表
面
的
に
見
れ
ば
領

知
高
と
実
高
の
誰
離
と
い
う
印
象
を
与
え
る
が
、
「
御
本
帳
」
高
は
上
使
衆
検
地
の
結
果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
秀
吉
も
ま
た
こ
れ
を
承
知

し
て
．
い
る
の
で
表
高
の
一
部
で
あ
っ
て
実
高
で
は
な
い
。
実
高
と
は
公
検
地
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
「
御
本
帳
」
高
に
対
し
て
、
内
検
に
よ
っ
て

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
肘
㈲
（
松
本
）

５

宛
行
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
も
肥
後
国
の
知
行
宛
行
が
石
高
制
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

而
し
て
肥
後
国
に
お
け
る
秀
士
日
清
正
・
行
長
に
よ
る
国
衆
・
家
臣
へ
の
知
行
宛
行
の
基
礎
的
台
帳
と
し
て
は
実
施
さ
れ
た
ば
か
り
の
上
使

衆
検
地
を
措
い
て
他
に
な
く
、
ま
さ
に
「
公
検
地
」
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
象
て
く
る
と
、
天
正
一
六
年
閏
五
月
一
五
日
付
の
加
藤
清
正
へ
の
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」
に
み
る
肥
後
国
領
知
方
目
録
は
、
上
使

衆
検
地
に
基
づ
く
も
の
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
朱
印
状
に
示
さ
れ
る
高
は
、
郡
ご
と
の
対
比
に
よ
れ
ば
慶
長
九
年
検
地
高
の
集
計
と
思
わ

（
咽
）

れ
る
郷
帳
高
と
は
大
き
く
相
違
す
る
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
こ
の
年
「
公
検
地
」
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
動
か
し
難
い
事
実
で
あ
り
、
こ
の
検

（
灯
）

地
に
基
づ
い
て
知
行
宛
行
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
の
事
で
あ
る
。
こ
の
「
公
検
地
」
を
無
視
し
て
、
ほ
か
の
台
帳
を
想
定
す
る
こ
と
に
は
賛

成
で
き
な
い
。



一
、
拾
五
万
石
鍛
祁
麺
万
石

一
、
拾
万
石
無
役
馳
坤
耐
蛎

一
、
五
万
石
無
役
鋼
祁
迦
万
石

一
、
六
万
石
雌
、
壷
赤
孟
鱗
蝿
増

心
で
あ
る
。

も
の
と
解
す
る
。
こ
れ
を

（
肥
）

佐
竹
知
行
割
之
事

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
肘
目
（
松
本
）
、

検
出
さ
れ
た
高
を
含
む
石
高
で
あ
っ
て
、
本
稿
に
即
し
て
云
え
ば
、
天
正
一
七
年
私
検
地
高
Ｉ
打
出
し
．
野
開
分
を
含
む
高
の
称
で
あ
る
か
ら

一
、
六
万
石
雌
、
垂
赤
孟
蝿
蛾

一
、
拾
六
万
八
千
百
石
馳
蛎
晒
蛎

一
、
壱
万
石

一
、
千
石

一
、
三
千
石

一
、
三
千
石

都
合
五
拾
四
万
五
千
八
百
石

右
今
度
、
検
地
之
上
、
被
成
一

私
は
秀
吉
の
知
行
宛
行
の
傾
向
か
ら
ふ
て
、
天
正
一
六
年
の
加
藤
浦
正
・
小
西
行
長
へ
の
知
行
割
は
大
閤
蔵
入
地
お
よ
び
無
役
高
を
含
ん
だ

の
と
解
す
る
。
こ
れ
を
佐
竹
氏
の
例
で
承
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

右
今
度
、
検
地
之
上
、
被
成
御

文
禄
四
年
六
月
十
九
日
朱
印

羽
柴
常
陸
侍
従
と
の
へ

被
成
御
支
配
候
也

義
宜

義
宜
蔵
入

義
重

佐
竹
中
務
大
輔

与
力
家
来

太
閤
様
御
蔵
入

佐
竹
中
務
御
代
官
徳
分
に
被
下

石
田
治
部
少
輔

増
田
右
衛
門
尉



７

肥
後
国
の
「
御
本
帳
」
高
は
球
磨
・
天
草
郡
を
除
い
て
五
二
万
九
百
石
余
（
Ｉ
郷
帳
高
）
で
あ
り
、
天
正
一
六
年
に
加
藤
・
小
西
両
氏
が
与

（
鋤
）

え
ら
れ
た
所
領
は
合
せ
て
一
二
四
万
一
○
○
○
石
だ
と
す
れ
ば
、
太
閤
蔵
入
地
お
よ
び
無
役
高
は
一
七
万
九
九
○
○
石
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

の
う
ち
太
閤
蔵
入
地
は
他
の
事
例
か
ら
見
て
地
域
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
肥
後
で
は
詫
摩
郡
・
玉
名
郡
高
瀬
付
近
・
芦
北
郡
水
俣
津
奈
木
に
八

万
二
○
○
○
石
程
度
だ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
而
し
て
、
無
役
高
は
地
域
を
確
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
各
郡
の
郷
帳
高
の
伸
び
は
無
役
高
に
よ
る

も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
上
で
は
明
確
に
役
高
・
無
役
高
・
与
力
家
来
分
・
太
閤
御
蔵
入
分
の
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
目
録
」
で
あ
る
か
ら
細
部
の
指

（
鯛
）

一
ホ
が
あ
る
が
、
宛
行
状
に
は
そ
れ
が
な
い
。
細
川
忠
興
へ
の
「
豊
臣
秀
吉
判
物
」
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

丹
後
一
国
領
知
方
、
拾
壱
万
七
百
石
之
事
、
対
父
子
一
職
二
令
扶
助
、
内
軍
役
之
儀
、
少
将
三
千
人
、
幽
斉
千
人
、
都
合
叫
制
渉
可
為
役
儀
、

此
外
為
無
役
、
弐
万
四
千
七
百
石
者
少
将
分
、
六
千
石
者
玄
旨
分
、
被
宛
下
之
条
全
領
知
者
也

天
正
十
七
年
九
月
廿
七
日
（
秀
吉
花
押
）

羽
柴
丹
後
少
将
と
の
へ

幽
斉

こ
Ｌ
で
も
軍
役
高
と
無
役
高
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
佐
竹
氏
や
島
津
氏
（
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」
島
津
文
雷
）
の
事
例
で
明
ら
か

な
よ
う
に
文
禄
三
四
年
で
の
秀
吉
の
知
行
宛
行
は
形
式
が
整
っ
て
い
て
、
太
閤
蔵
入
地
・
無
役
高
が
明
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
天
正
一
六
年

加
藤
・
小
西
へ
の
肥
後
国
宛
行
の
段
階
で
は
蔵
入
地
・
無
役
高
の
取
扱
い
が
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
為
か
、
そ
の
旨
明
示
さ
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

ま
ず
問
題
の
天
正
一
七
年
検
地
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
こ
の
年
の
検
地
は
「
肥
後
検
地
諸
帳
目
録
」
上
に
よ
れ
ば
、
山
鹿
郡
九
村

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
肘
㈲
（
松
本
）

三



肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
㈲
（
松
本
）

（
現
存
七
冊
）
、
菊
池
郡
五
八
村
（
現
存
五
○
冊
）
・
阿
蘇
郡
四
村
（
現
存
○
）
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
森
山
氏
は
芦
北
郡
を
除
い
た
加
藤
清
正
の
全

所
領
に
検
地
が
な
さ
れ
た
と
す
る
が
、
私
は
必
ら
ず
し
も
全
域
に
行
わ
れ
な
い
と
ゑ
る
。
ま
ず
第
一
に
検
地
の
性
格
か
ら
ぶ
て
、
清
正
が
入
国

し
た
時
に
ま
だ
「
公
検
地
」
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
検
地
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
前
年
相
当
強
力
に
統
一

的
な
上
使
衆
検
地
を
行
な
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
近
世
に
お
い
て
入
国
直
後
検
地
を
行
う
事
例
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
で
に

《
幻
）

検
地
が
な
さ
れ
て
年
久
し
く
帳
簿
が
失
わ
れ
た
り
、
年
月
を
経
た
こ
と
を
理
由
に
農
民
が
検
地
帳
を
隠
匿
し
た
結
果
な
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
自

ら
も
参
加
し
た
前
年
の
検
地
に
つ
い
て
翌
年
再
び
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
と
く
に
前
を
年
に
は
検
地
を
強
行
し
て
佐
含
成
政
が

改
易
さ
れ
た
ば
か
り
の
土
地
柄
で
あ
っ
て
承
れ
ば
、
こ
う
し
た
抵
抗
の
危
険
性
を
冒
し
て
検
地
を
実
施
せ
ね
ば
な
ら
な
い
要
因
は
見
当
ら
な
い
。

し
か
も
前
年
の
「
公
検
地
」
に
対
し
て
改
め
て
検
地
を
行
な
う
こ
と
は
「
公
検
地
」
を
否
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
「
公
検
地
」
を
担
当

し
た
部
将
の
検
地
を
否
定
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
森
山
氏
は
天
正
一
六
年
の
上
使
衆
検
地
は
そ
れ
ほ
ど
杜
撰
な
も
の
だ
っ
た
と
は
考
え
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
尚
の
こ
と
、
あ
え
て
「
私
検
地
」
を
行
う
理
由
が
な
い
の
で
あ
る
。

天
正
一
六
年
の
検
地
帳
は
全
く
残
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
「
公
検
地
」
が
球
磨
・
芦
北
の
一
部
を
除
く
肥
後
全
域
に
行
な
わ
れ
た
こ

と
は
疑
い
な
い
。
あ
る
い
は
こ
の
検
地
帳
が
写
さ
れ
て
慶
長
九
年
検
地
帳
と
さ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
と
も
か
く
天
正
一
六
年
検
地
帳
は
残

存
し
な
い
。
そ
の
ほ
か
全
領
内
に
実
施
さ
れ
た
検
地
で
は
慶
長
九
年
九
月
と
慶
長
一
二
’
一

三
年
の
検
地
帳
が
各
郡
関
係
分
ま
ん
べ
ん
な
く
残

（
唾
）

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
加
藤
氏
時
代
の
検
地
帳
類
の
保
存
に
つ
い
て
「
井
田
桁
義
」
に
は

一
、
加
藤
家
見
図
帳
之
儀
、
慶
長
七
年
中
検
地
相
成
、
田
畑
壱
坪
限
之
下
ヶ
名
を
記
し
、
上
中
下
之
位
を
分
、
分
米
盛
り
付
、
帳
尻
窟
数
男

女
牛
馬
其
外
柿
・
承
か
ん
・
桑
・
猪
等
之
木
数
を
記
有
之
、
帳
数
弐
千
七
百
八
拾
冊
除
有
之
、
右
帳
面
寛
永
之
比
迄
〈
行
れ
候
と
相
見
、
其
後

百
七
八
十
年
取
扱
も
無
之
由
、
虫
喰
等
二
て
切
レ
ノ
ー
ニ
相
成
居
候
二
付
文
化
元
年
裏
打
い
た
し
岳
丸
御
櫓
一
一
相
納
申
侯

但
本
行
之
外
、
文
禄
・
天
正
之
比
之
検
地
帳
八
・
九
十
冊
有
之
候
へ
共
、
や
ハ
リ
本
’
文
同
様
之
帳
面
一
一
て
御
座
候

一
、
忠
利
公
御
代
寛
永
年
中
地
撫
有
之
、
田
畑
壱
坪
限
一
一
下
名
を
記
、
上
中
下
之
位
を
分
ヶ
品
検
地
帳
之
竿
前
を
記
し
、
一
紙
之
前
一
一
て
分



９

で
は
天
正
一
七
年
検
地
は
い
か
な
る
性
格
の
検
地
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
第
一
表
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
肥
後
国
全
領
域
に
及
ん
だ
検
地
は

慶
長
九
年
（
全
域
的
に
残
存
す
る
九
月
検
地
の
ほ
か
、
地
域
に
よ
っ
て
は
二
月
に
も
検
地
が
行
な
わ
れ
て
い
る
、
）
慶
長
一
二
’
一
三
年
の
検
地

に
限
ら
れ
、
そ
の
性
格
と
し
て
は
慶
長
九
年
九
月
検
地
帳
高
は
御
本
帳
高
Ⅱ
郷
帳
高
と
一
致
し
、
慶
長
一
三
年
検
地
帳
高
は
完
全
に
一
致
す
る

と
は
云
え
な
い
が
、
現
高
と
か
な
り
近
い
数
値
で
あ
る
。
こ
の
検
地
は
大
坂
の
陣
を
前
に
し
て
、
加
藤
氏
入
国
以
来
の
開
発
の
結
果
を
反
映
し

た
生
産
力
把
握
の
た
め
の
検
地
毒
げ
っ
た
。

天
正
一
七
年
の
検
地
は
こ
う
し
た
全
域
に
実
施
さ
れ
た
検
地
の
一
部
で
は
な
く
、
慶
長
二
年
芦
北
郡
と
阿
蘇
郡
、
慶
長
八
年
詫
摩
郡
と
芦
北

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
㈲
（
松
本
）

考
え
た
い
。

米
を
盛
付
侯
、
見
図
帳
宝
暦
之
比
迄
行
し
候
と
相
見
、
其
後
取
扱
も
無
之
虫
喰
等
一
一
て
切
レ
ノ
、
一
一
相
成
居
候
付
、
文
化
元
年
右
同
断

と
あ
る
。
垣
塚
文
兵
衛
が
慶
長
七
年
検
地
帳
と
述
ぺ
た
検
地
帳
は
内
容
か
ら
承
る
と
慶
長
一
二
・
慶
長
一
三
年
の
検
地
帳
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ

け
で
は
二
七
八
○
冊
に
は
な
ら
ず
、
様
式
が
異
な
っ
て
い
る
慶
長
九
年
九
月
の
検
地
帳
も
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
検
地
帳

は
天
正
・
文
禄
検
地
帳
お
よ
び
寛
永
地
撫
帳
と
と
も
に
裏
打
さ
れ
岳
丸
櫓
に
保
管
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
天
正
・
文
禄
・
慶
長
検
地
帳
は
寛

永
地
撫
の
結
果
現
実
的
に
は
用
い
ら
れ
な
い
帳
簿
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
猶
御
郡
方
に
保
管
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
土
地
台
帳
と
し
て
永

久
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
宝
暦
地
引
合
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
寛
永
地
撫
帳
も
文
化
元
年
ま
で
御
郡
方
の

保
管
に
属
し
て
い
た
。
御
郡
方
で
は
文
化
元
年
に
古
検
地
帳
類
を
裏
打
ち
し
岳
丸
櫓
に
保
管
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
検
地
帳

の
取
扱
い
は
基
礎
台
帳
と
し
て
永
久
保
存
す
る
と
い
う
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
明
治
初
年
に
熊
本
県
庁
に
引
継
が
れ
る
ま
で

丁
寧
に
保
管
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
近
世
の
村
庄
屋
宅
（
村
役
場
業
務
の
場
で
あ
り
、
村
文
雷
が
保
管
さ
れ
た
）
で
も
同
様
で
、
検
地
帳
類
は
基

礎
的
台
帳
と
し
て
近
代
ま
で
伝
え
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
検
地
帳
類
の
取
扱
い
方
か
ら
ゑ
て
、
検
地
帳
の
残
存
は
検
地
の
実
態
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
承
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
正
一
七

年
清
正
に
よ
る
検
地
も
ま
た
こ
う
し
た
原
則
を
適
用
で
き
る
。
清
正
の
検
地
は
明
治
初
年
段
階
で
検
地
帳
が
残
っ
て
い
た
範
囲
に
限
ら
れ
た
と



第一表慶長年間以前の検地帳の保存状況（ 治初年）

］
。

(丹該）④理慾刺Ｓ読替蒋画醸雷

年号 飽田 託摩 益城 宇土 八代 芦北 山本 山鹿 玉名 菊池 合志 阿蘇 豊後 合計

天正1７

１９

文禄２

４
５

慶長２

４
５
８
９

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

年月不詳

８
３
２

８
４
８

５

4８

４１

４
３
１
２
４

１
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1１

天
正
一
七
年
検
地
の
性
格
を
検
討
す
る
に
当
っ
て
、
こ
の
検
地
が
慶
長
九
年
九
月
検
地
（
Ｉ
御
本
帳
高
Ｉ
郷
帳
高
と
一
致
）
と
ど
の
よ
う
な

関
係
に
あ
る
か
を
見
て
承
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
森
山
恒
雄
氏
に
よ
る
鵠
雛
な
検
討
が
あ
る
が
、
森
山
氏
は
両
検
地
帳
の
田
畠
お

よ
び
一
紙
の
集
計
に
よ
り
検
討
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
一
筆
毎
の
内
容
に
つ
い
て
触
れ
て
お
ら
れ
な
い
。
本
稿
で
は
田
畠
の
反
別
・
石
高
の
集

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
㈲
（
松
本
）

郡
、
慶
長
九
年
二
月
玉
名
郡
の
一
部
に
行
な
わ
れ
た
検
地
と
摸
を
一
に
す
る
地
域
的
検
地
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
菊
池
郡
で
こ
そ
六
六
村
の

八
一
％
に
あ
た
る
五
四
村
（
五
八
冊
で
あ
る
が
一
村
に
二
冊
あ
る
村
が
四
村
あ
る
）
で
あ
る
が
、
山
鹿
郡
四
四
村
の
う
ち
九
村
、
阿
蘇
郡
で
は

わ
ず
か
三
村
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
引
続
い
て
山
鹿
郡
で
は
天
正
一
九
年
に
一
村
、
文
禄
二
年
に
一
村
、
文
禄
四
年
に
一
村
、
阿
蘇

郡
で
は
文
禄
二
年
に
一
村
、
文
禄
四
年
に
一
三
村
、
菊
池
郡
で
も
文
禄
四
年
に
一
村
、
文
禄
五
年
に
一
村
の
検
地
が
な
さ
れ
て
い
る
。
慶
長
二

’
四
年
ま
で
拡
大
し
て
承
る
と
山
鹿
郡
三
村
、
阿
蘇
郡
一
二
村
、
芦
北
郡
二
○
村
、
菊
池
郡
三
村
と
、
次
為
に
そ
れ
ま
で
検
地
が
行
な
わ
れ
な

か
っ
た
村
で
検
地
が
な
さ
れ
て
い
る
の
を
知
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
例
か
ら
想
定
す
る
と
、
村
に
よ
っ
て
何
か
特
殊
な
事
情
に
よ
っ
て
検
地
が

な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
慶
長
九
年
九
月
の
全
領
域
に
関
す
る
検
地
帳
の
ほ
か
に
、
慶
長
八
年
か
ら
翌
九
年
二
月
に
実
施
さ
れ
た
詫
摩
郡
三
一
村

と
芦
北
郡
一
三
村
・
玉
名
郡
伊
倉
地
方
の
検
地
帳
に
つ
い
て
、
森
山
氏
は
こ
れ
ら
は
清
正
が
旧
豊
臣
直
轄
地
を
領
樋
（
加
増
）
し
た
の
に
伴
な

っ
て
行
な
わ
れ
た
検
地
だ
と
想
定
し
て
い
る
が
、
恐
ら
く
右
の
事
楕
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
天
正
ニ
ハ
年
検
地
（
上
使
衆

検
地
）
か
ら
十
数
年
を
経
過
し
、
し
か
も
慶
長
五
年
頃
か
ら
は
上
地
衆
検
地
の
村
高
と
は
別
個
の
、
所
謂
「
現
高
」
表
示
の
検
地
に
移
行
し
て

い
る
の
で
、
新
し
く
領
有
し
た
所
領
の
生
産
力
を
「
現
高
」
と
し
て
把
握
し
た
も
の
と
い
え
る
。

し
か
し
天
正
一
七
年
１
慶
長
二
年
検
地
は
「
御
本
帳
」
高
表
示
で
あ
っ
て
「
現
高
」
表
示
で
は
な
い
。
し
か
も
菊
池
郡
・
山
鹿
郡
・
阿
蘇
郡

は
豊
臣
直
轄
地
で
は
な
い
の
で
右
以
外
の
事
情
に
よ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。



1２

ぱ
な
ら
な
い
。

遜
蛇
口
村
検
地
帳
で
は
慶
長
二
年
の
「
御
本
帳
之
外
苅
畠
」
ま
で
を
含
め
た
が
、
天
正
一
七
年
検
地
帳
に
共
通
す
る
様
式
と
し
て
や
田
方
・

畠
方
の
項
目
立
て
に
よ
っ
て
区
分
を
明
確
に
し
、
項
目
ご
と
に
面
積
・
高
（
分
米
）
の
集
計
を
出
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
場
合
「
御
本
帳
」
高

プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス

と
毛
付
高
（
御
本
帳
高
十
新
開
ｌ
永
荒
Ｉ
川
成
）
を
あ
げ
て
高
の
変
化
を
計
上
し
て
い
る
。

慶
長
九
年
九
月
検
地
帳
は
田
Ｐ
畠
・
山
畑
の
項
目
立
を
せ
ず
に
そ
の
ま
ふ
続
け
て
お
り
、
と
く
に
山
畑
に
つ
い
て
特
別
の
表
示
を
す
る
こ
と

な
く
畠
の
記
城
に
続
け
て
お
り
、
畠
か
山
畑
か
を
識
別
す
る
に
は
石
盛
に
よ
る
以
外
に
な
い
と
い
う
杜
撰
な
写
本
で
あ
る
。
慶
長
九
年
九
月
検

地
帳
の
個
没
の
数
値
に
つ
い
て
森
山
氏
も
取
扱
い
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
全
く
同
感
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
面
両
検
地
帳
の
性
格
分
析
は
こ
う
し
た
問
題
を
含
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
検
地
帳
の
対
比
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
わ
け

で
、
花
岡
・
森
山
両
氏
と
同
じ
よ
う
に
両
検
地
帳
を
対
比
し
て
承
る
。
そ
の
結
果
天
正
一
七
年
検
地
帳
と
慶
長
九
年
九
月
検
地
帳
の
間
に
、
前

述
の
よ
う
に
記
峨
の
様
式
は
異
な
っ
て
い
な
が
ら
も
、

㈹
記
戦
の
順
序
Ｐ
内
容
・
名
請
人
が
全
く
も
し
く
は
殆
ん
ど
同
じ
も
の

②
記
載
の
順
序
・
様
式
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
内
容
・
・
名
請
人
が
全
く
も
し
く
は
殆
ん
ど
同
じ
も
の

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
㈲
采
松
）

計
・
合
計
よ
り
も
一
筆
毎
の
記
政
に
留
意
し
つ
貫
両
帳
を
比
較
し
て
承
る
。

ま
ず
天
正
一
七
年
検
地
帳
と
慶
長
九
年
九
月
検
地
帳
の
根
本
的
な
相
違
点
は
、
前
者
が
田
畠
の
実
態
に
基
づ
く
毛
付
帳
で
あ
る
の
に
付
し

て
、
後
者
は
机
上
で
作
成
さ
れ
た
検
地
帳
（
お
そ
ら
く
は
御
本
帳
）
写
で
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
即
ち
天
正
一
七
年
検
地
帳
は
菊
池
郡
遜
蛇
口

村
検
地
嶋
嘩
即
し
て
承
れ
ば
、
田
方
・
畠
方
・
山
畠
・
居
屋
敷
ノ
分
の
順
に
項
目
を
立
て
て
記
城
し
、
末
尾
に
一
筆
と
し
て
上
田
・
中
田
・
下

田
の
計
と
永
川
成
・
毛
付
、
上
畠
・
中
畠
・
下
畠
・
上
山
畠
・
中
山
畠
・
下
山
畠
の
計
と
毛
付
分
米
を
出
し
、
こ
の
後
に
「
慶
長
年
分
御
検
地

御
本
帳
之
外
苅
畠
」
の
項
が
あ
り
、
上
・
中
・
下
三
口
の
分
米
二
九
石
五
斗
六
升
五
合
余
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
帳
は
丁
寧
に
こ
の
後
に

「
天
正
拾
七
年
津
田
兵
蔵
」
と
検
地
奉
行
の
署
名
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
奥
雷
は
天
正
一
七
年
で
は
な
く
、
慶
長
二
年
以
後
の
も
の
で
な
け
れ



1３

天正検地帳と慶長９年９月検地根第二表

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
㈲
（
松
本
）

◎は全く同じ，○は大体同じ，△は若干の操作をすれば類似する，

×は全く一致しないものを表わす

天正17年高
慶 長
奔 9月高
様式
順序
面菰 石高 名諭人 備考

東迫間 250. 249.67 ○ × × ×

伊倉 127085 127.085 ○ ○ ○ ○
平野 195 △ ○ ○ ○
大柿 117 ６ 117 ○ × × ×

築刈 4１ 895 41.9003 ○ △ △ △

宮阻 1995４ ○ × × ×

甲佐町 740446 740.446 △ △ △ △

木屡 214 1５ 191.3938 ○ ○ × ○ 天正は打出し分
今末

今本

150.

200.72
’３５０． × × × ×

藤任 250.97 248.81 ○ ○ ○ ＠

岩オ 328.73 324.5453 ○ ○ ○ ○
岩木
伊荻

伊萩

赤星

200.

152.8903

300.

972.382

･661.291

969.755

○
一
卜

×

×

×

×

×

×

木柑子 504.21 5０２６９６ ○ △ △ ×

深川 3456１ 345.61 ○ × × ×

染土 2６ 4６ 2５ 833 × ○ × ○

高ノ瀬 193639 191667 ○ × × ×

長野 5０ 0２ 5０ 0２ ○ × × ×

菰入 3595５ 36143466 ○ ○ ○ ×

寺町 5５ 5５ 4631 ○ × × ×

荒牧 9493832 949 3812 × ○ ○ ◎

瀬戸口 170581 170.5814 ○ ○ ○ ◎ 打出し分
辺田 4915243 488.0879 ○ ○ ○ ○ 自是山畠を除く集計

岡田 261 7417 252.8917 ○ × × ×

山崎 120 120. ○ ○ ○ ○ 集計面積に差
水次 360１ 346.95394 ○ × × ×

上寵徳

下館徳

8203245

200.3245
‘４００． × × × ×

池田 200.085 199.6639 ○ △ △ ◎ 分譲
宮原 286.4755 286.4755 ○ △ △ ◎ 分篭

阿佐古 270.86 271.4282 ○ × × ×

白木 36.55 25.1295 △ ○ ○ ○

虎口 83.368 83.368 ○ △ △ △ 分篭

遜蛇口 59.4443 ○ △ △ △ 分躍

西郷 216.65 1216.6544 ×一郁 × × △



肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
㈲
（
松
本
）

③
記
載
の
順
序
は
同
じ
だ
が
内
容
も
し
く
は
名
請
人
が
異
な
る
も
の

③
順
序
・
内
容
・
名
請
人
が
異
な
る
も
の

1４

分
米
六
拾
石
六
斗
壱
升
四
合
六
勺

と
な
っ
て
い
る
。

一
、
中
山
畠
合
六
反
三
畝
十
歩

分
米
壱
石
五
斗
五
升
八
合
一
一
詞

一
、
下
山
畠
合
三
町
五
反

分
米
五
石
弐
斗
五
升

と
併
せ
て
集
計
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
慶
長
帳
で
は
自
是
御
本
帳
之
外
（
三
四
筆
）
を
全
く
除
外
し
た
ほ
か
、
先
述
の
よ
う
に
山
畠
を
畠
の
項

に
入
れ
た
結
果
、

こ
れ
ら
を
両
帳
の
村
高
と
併
記
し
て
第
二
表
に
示
し
た
。

辺
田
村
で
は
、
田
方
の
記
戦
は
順
序
も
内
容
も
全
く
同
じ
で
あ
り
、
分
米
も
四
二
八
石
四
斗
七
升
三
合
三
勺
と
し
な
が
ら
、
田
畝
数
を
天
正

帳
で
は
三
三
町
九
反
二
○
歩
、
慶
長
帳
で
は
三
三
町
九
反
七
畝
二
○
歩
と
す
る
。

山
畠
の
扱
い
に
つ
い
て
天
正
帳
は
⑤
自
是
山
畠
と
⑥
自
是
御
本
帳
之
外
野
開
下
山
畠
の
区
別
を
つ
け
な
が
ら
、
御
畠
方
合
計
で
は

一
、
上
山
畠
合
壱
反
弐
畝
廿
五
歩

畠
之
高

合
拾
壱
町
壱
畝

分
米
四
斗
四
升
九
合
壱
勺



両
帳
を
比
較
し
て
承
る
と
、
「
自
是
御
本
帳
之
外
」
を
調
べ
上
げ
た
天
正
帳
に
は
そ
れ
な
り
の
現
実
性
が
承
ら
れ
る
が
、
慶
長
帳
は
田
方
・

畠
方
・
山
畠
の
区
分
、
項
目
別
集
計
を
省
略
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
畠
方
と
山
畠
の
石
盛
の
相
違
を
無
視
し
て
並
記
す
る
な
ど
、
か
な
り
杜
撰

な
写
し
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
山
崎
村
は
畠
ば
か
り
の
一
二
○
石
村
で
、
畠
の
筆
数
・
一
篭
ご
と
の
品
位
・
面
菰
・
分
米
・
名
請
人
・
村
分
米
高
は
全
く
同
じ
で
あ
る

が
、
畠
・
居
屋
政
の
総
面
積
だ
け
が
異
な
り
、
天
正
帳
で
は
一
八
町
八
反
九
畝
二
七
歩
と
し
、
慶
長
帳
で
は
一
八
町
九
反
三
畝
と
す
る
。
写
し

誤
り
で
は
な
く
、
・
計
算
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
の
計
算
で
は
一
八
町
八
反
三
畝
三
歩
で
あ
る
。
集
計
だ
け
は
別
個
に
行
な
っ
た
こ
と

1５

白
木
村
で
は
、
天
正
一
七
年
検
地
帳
の
書
出
し
の
下
田
五
畝
一
五
歩
の
名
請
人
下
古
閑
が
、
慶
長
九
年
九
月
検
地
帳
で
は
庄
屋
と
な
っ
た
外
、

田
畠
の
記
峨
は
全
く
同
じ
。
屋
敷
に
つ
い
て
だ
け
変
化
が
あ
り
面
積
・
分
米
は
同
じ
で
あ
る
が
、
天
正
一
七
年
検
地
で
は
九
筆
全
部
が
庄
屋
の

名
請
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
慶
長
九
年
九
月
に
は
五
筆
が
く
ら
の
・
つ
は
き
原
・
上
白
木
・
中
村
・
岩
下
の
名
請
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
天

正
一
七
年
に
は
末
尾
に
「
自
是
開
方
」
の
項
が
あ
る
。

染
土
村
は
兵
部
左
衛
門
と
源
七
（
郎
）
の
二
人
の
村
で
あ
る
。
天
正
帳
は
全
体
が
名
寄
帳
で
四
六
筆
の
う
ち
一
九
筆
を
兵
部
左
衛
門
・
の
こ
り

二
七
筆
（
屋
敬
三
筆
を
含
む
）
を
源
七
が
名
請
し
て
い
る
。

慶
長
帳
は
田
畠
ご
と
の
名
寄
形
式
に
変
っ
た
だ
け
で
内
容
は
同
じ
で
あ
る
が
、
田
の
最
後
に
天
正
帳
に
な
い
「
下
田
壱
畝
壱
斗
壱
升

（
種
七
郎
）

同
人
」
が
見
え
て
一
筆
増
え
て
お
り
、
続
く
畠
は
天
正
帳
で
も
兵
部
左
衛
門
の
名
請
で
あ
る
が
、
「
上
畠
七
畝
五
斗
四
升
」
が
「
下
畠
七
畝

三
斗
五
升
」
・
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
田
方
が
一
斗
一
升
増
え
、
畠
方
は
一
斗
九
升
減
と
な
る
筈
で
あ
る
が
、
集
計
で
は
天
正
帳
の

三
斗
五
升
」
・
と
な
っ
て
い
る
。

田
数
合
壱
町
三
反
九
畝
八
歩

誤
り
で
は
な
く
、

の
証
で
あ
る
。

畠
数
合
壱
町
四
反
八
畝
廿
歩
居
屋
敷
共

肥
後
国
検
地
鰻
の
再
検
肘
目
（
松
本
）

分
米
拾
六
石
六
斗
七
升
弐
合



惣
都
合
弐
拾
六
石
四
斗
六
升

1６

二
口
合
弐
地
八
段
七
畝
弐
拾
八
歩

・
分
米
弐
拾
五
石
八
斗
三
升
三
合

と
な
っ
て
一
筆
ご
と
の
対
比
で
は
一
斗
九
升
減
で
あ
っ
た
畠
方
の
減
六
斗
二
升
八
合
と
な
っ
て
村
高
も
そ
れ
だ
け
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

木
庭
村
の
事
例
記
峨
の
順
序
・
名
請
人
は
同
じ
で
あ
る
。
天
正
帳
で
は

分
米
五
拾
八
石
四
斗
四
升
七
合
七
勺

畠
方
一
九
八
筆
、
拾
六
町
九
段
四
畝
廿
歩

分
米
百
弐
拾
八
石
壱
斗

山
畠
八
三
鉦
、
五
町
七
段
八
畝
拾
弐
歩

分
米
拾
八
石
八
斗
三
升
六
合

に
対
し
て
、
慶
長
帳
で
は

田
之
高
合
弐
町
三
反
九
畝
八
歩

木
庭
村
の
事
例
記
峨
の
順
序
・
名

田
方
六
七
筆
、
四
町
六
段
弐
畝
弐
歩

畠
之
高

田
畠
居
屋
敬
共

合
壱
町
四
段
八
畝
弐
拾
歩

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
肘
目
（
松
本
）

分
米
九
石
七
斗
八
升
八
合

分
米
九
石
壱
斗
六
升
壱
合

分
米
拾
六
石
六
斗
七
升
弐
合



田
数
合
六
七
筆
、
四
町
二
反
七
畝
一
三
歩

分
米
五
○
石
四
斗
二
升
二
合
七
勺

畠
数
合
二
七
一
筆
、
含
山
畠
一
三
町
七
畝
二
一
歩

分
米
一
四
○
石
九
斗
七
升
一
合
一
勺
三
才

1７

検
地
帳
を
照
合
し
た
結
果
で
は
、
慶
長
帳
の
田
方
二
五
筆
の
是
正
は
マ
イ
ナ
ス
一
一
反
七
畝
一
一
三
歩
、
畠
方
六
反
七
畝
二
一
歩
で
、
従
っ
て
惣

畝
数
は
九
反
五
畝
一
四
歩
減
の
一
一
六
町
三
反
九
畝
二
○
歩
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
惣
畝
数
は
一
一
七
町
一
一
一
反
五
畝
四
歩
と
天
正
帳
の
ま
些

を
用
い
、
分
米
は
理
由
な
く
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
慶
長
帳
に
は
大
き
な
作
為
が
あ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い

甲
佐
町
村
で
は
田
畠
二
口
合
六
拾
弐
町
弐
畝
拾
九
歩
、
惣
高
九
百
四
拾
石
四
斗
四
升
六
合
で
、
記
載
方
法
名
・
請
人
の
順
序
・
持
高
す
べ

て
同
じ
で
あ
る
が
、
天
正
帳
に
あ
り
な
が
ら
慶
長
帳
に
な
い
も
の
、
田
四
筆
、
畠
一
筆
、
と
く
に
田
畠
の
境
目
に
あ
る

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
㈲
窟
本
）

惣
畝
数
弐
拾
八
町
三
段
五
畝
四
歩

分
米
弐
百
拾
四
石
壱
斗
五
升

で
、
慶
長
帳
と
対
比
す
れ
ば
、
田
方
の
う
ち
増
減
一
筆
ず
つ
、
面
蔵
の
是
正
二
五
件
、
畠
方
で
は
筆
数
減
一
○
筆
（
六
段
七
畝
二
十
一
歩
、
分

米
二
石
八
斗
八
升
一
合
）
、
面
積
の
変
更
三
篭
（
た
だ
し
写
し
誤
り
も
あ
る
）
、
品
位
の
変
更
（
上
↓
下
八
件
、
上
↓
中
一
件
、
中
↓
下
一
件
）

面
蔽
の
変
更
（
上
↓
下
一
件
）
、
山
畠
に
つ
い
て
は
全
く
変
更
な
し
、
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
慶
長
帳
で
は

と
な
っ
て
い
る
。

二
口
合
一
一
七
町
三
反
五
畝
四
歩

分
米
一
九
一
石
三
斗
九
升
三
合
八
勺
三
才



あ
る
。

1８

宮
園
村
の
場
合
、
天
正
帳
に
は
甚
大
夫
（
一
反
四
畝
六
歩
・
・
二
反
）
、
勝
作
（
二
反
．
あ
き
や
し
き
六
畝
五
歩
）
、
吉
蔵
（
左
蛭
や
Ｌ
§
一
反
一
畝
二
○

歩
・
用
や
し
き
一
反
一
畝
一
一
一
歩
・
七
畝
）
へ
治
部
（
一
反
七
畝
一
一
五
歩
Ｐ
一
畝
）
、
孫
右
衛
門
（
八
畝
℃
八
畝
・
古
や
し
き
一
反
）
、
六
右
衛
門
（
星

反
一
畝
・
明
一
反
二
畝
・
・
一
反
二
畝
一
○
歩
）
、
太
左
衛
門
（
六
畝
・
古
や
七
畝
）
、
八
兵
衛
（
外
や
し
き
六
畝
）
の
八
名
、
耕
地
の
名
請
人
は
ほ
か
に

与
右
衛
門
ら
一
一
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
慶
長
帳
で
は
屋
敷
名
謂
人
は
古
閑
丸
（
二
反
九
畝
）
、
兵
部
左
ヱ
門
尉
（
一
反
一
畝
）
、
源
介
（
六

両
帳
が
そ
れ
ぞ
れ
に
誤
り
を
お
か
し
て
い
る
処
を
承
る
と
、
一
方
が
他
方
を
写
し
た
と
は
云
い
難
く
、
誤
謬
は
そ
れ
ぞ
れ
に
本
帳
を
別
個
に

写
し
た
際
に
生
じ
た
も
の
と
想
定
し
た
方
が
自
然
で
は
な
い
か
。

次
に
天
正
帳
と
慶
長
帳
が
全
く
合
致
し
な
い
例
と
し
て
大
柿
村
と
宮
園
村
を
あ
げ
て
承
よ
う
。

ま
ず
大
柿
村
に
つ
い
て
象
る
と
、
天
正
帳
の
居
屋
敷
名
舗
人
は
庄
屋
（
四
畝
・
二
畝
一
五
歩
）
、
源
左
衛
門
（
五
畝
）
、
太
郎
左
衛
門
尉
（
三

畝
一
五
歩
）
、
孫
左
衛
門
（
四
畝
、
五
畝
一
五
歩
）
、
市
兵
衛
（
五
畝
）
、
清
右
衛
門
尉
（
一
反
三
畝
五
歩
肖
喜
右
衛
門
尉
（
七
畝
）
の
七
人
で
、

田
畠
名
請
人
に
は
他
に
杢
左
衛
門
分
が
二
筆
あ
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
こ
ろ
が
慶
長
帳
の
（
居
屋
敷
）
名
請
人
は
、
源
三
郎
・
庄
屋
・
喜
三
郎
・

舎
人
や
藤
兵
衛
・
与
三
右
衛
門
・
了
西
・
左
近
・
源
次
郎
・
源
六
・
八
郎
五
郎
・
与
市
兵
衛
の
一
二
名
で
あ
っ
て
、
庄
屋
を
除
け
ば
全
く
一
致

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
肘
㈲
（
松
本
）

上
田
九
反
弐
畝
拾
壱
石
九
斗
六
升
庄
屋

上
田
三
反
弐
畝
四
石
壱
斗
六
升
左
京

上
田
弐
反
廿
分
弐
石
六
斗
八
升
六
合
七
勺
刑
部

面
積
の
大
き
な
三
筆
の
脱
落
が
目
に
つ
く
、
一
方
天
正
帳
に
は
慶
長
帳
に
あ
っ
た

中
田
六
段
八
畝
廿
五
歩
、
八
石
壱
斗
弥
兵
衛

が
脱
落
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
名
請
人
の
相
違
が
二
例
あ
り
、
の
ぺ
七
ケ
所
の
相
違
ヶ
所
が
あ
る
が
、
田
畠
の
計
・
村
の
惣
高
と
も
同
じ
で

し
な
い
。



1９

畝
一
五
歩
・
一
反
三
畝
一
五
歩
）
、
大
膳
（
八
畝
）
、
次
良
左
衛
門
（
一
反
二
畝
）
の
五
人
、
耕
地
名
舗
人
は
弥
太
郎
ら
二
人
で
、
両
帳
で
は

名
請
人
の
名
前
は
全
く
合
致
し
な
い
。
別
村
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

村
食
の
両
検
地
帳
対
比
の
結
果
、
両
者
に
筆
写
の
際
の
ミ
ス
が
考
え
ら
れ
る
例
が
少
な
く
な
い
が
天
正
一
七
年
検
地
帳
は
同
年
の
毛
付
高
に

基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
御
本
帳
の
外
（
新
開
・
打
出
・
刈
畠
）
を
除
け
ば
慶
長
九
年
九
月
の
高
と
一
致
す
る
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
天
正
一
七
年
検
地
が
即
慶
長
九
年
九
月
帳
に
一
致
し
難
い
こ
と
は
西
郷
村
の
場
合
明
ら
か
で
あ
る
。
西
郷
村
の
慶
長
検
地
高

Ｉ
郷
高
は
一
二
一
六
石
六
斗
五
升
余
で
あ
る
の
に
対
し
、
天
正
一
七
年
検
地
帳
高
は
二
一
六
石
六
斗
五
升
余
で
あ
る
。
両
帳
の
記
戦
が
一
致
し

な
い
の
は
云
う
ま
で
も
な
い
が
、
屋
敷
に
つ
い
て
承
る
と
天
正
一
七
年
屋
敷
名
請
六
名
分
七
筆
は
慶
長
九
年
九
月
の
屋
敷
三
九
筆
の
う
ち
七
筆

と
完
全
に
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
は
天
正
一
七
年
検
地
帳
は
西
郷
村
全
域
で
な
く
、
一
二
一
六
石
余
の
う
ち
一
○
○
○
石
を
差
引
い
た
残
り
の

部
分
の
検
地
帳
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

‐
（
訂
）

こ
う
し
た
郷
帳
の
村
の
一
部
を
一
冊
の
検
地
帳
と
し
た
事
例
は
、
今
村
（
・
一
五
○
石
と
一
一
○
○
石
一
斗
余
の
一
一
冊
）
、
伊
萩
村
（
一
一
○
○
石
．

三
○
○
石
と
一
五
二
石
八
斗
余
）
、
髄
徳
村
（
上
髄
徳
村
二
○
○
石
余
と
下
龍
徳
村
二
○
○
石
余
）
に
承
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
上
に
も
天

正
検
地
帳
の
性
格
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
天
正
一
七
年
検
地
帳
が
物
語
る
と
こ
ろ
は
、
あ
く
ま
で
も
同
年
に
お
け
る
毛
付
高
の
把
握
で
あ
り
、
天
正
一
六
年
検
地
（
Ｉ
上
使
衆
検

地
Ｉ
公
検
地
）
高
を
ふ
ま
え
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
は
「
御
本
帳
の
外
」
「
開
」
と
し
、
ま
た
減
少
し
た
分
を
「
永
荒
・
川
成
・
坪
無
」
と

し
て
、
現
実
の
毛
付
高
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
検
地
は
村
高
の
基
準
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
村
高
の
基
準
に
な
っ
た
の

は
前
年
の
「
公
検
地
」
高
で
あ
り
、
そ
れ
が
の
ち
の
ち
ま
で
「
表
高
」
と
し
て
通
用
し
た
高
で
あ
っ
た
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
天
正
一
七
年
検
地
は
い
か
な
る
意
味
合
い
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
前
年
に
「
公
検
地
」
が
な
さ
れ
た
点
を
考

慮
に
入
れ
て
、
こ
の
検
地
は
「
地
趣
の
性
格
を
持
つ
も
の
と
考
え
る
。
勿
論
検
地
と
地
撫
と
は
異
な
り
、
し
か
も
天
正
一
七
年
検
地
帳
は
地

撫
と
呼
ば
れ
て
い
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
村
高
の
変
更
を
伴
わ
ず
、
毛
付
高
に
よ
っ
て
負
担
の
公
平
を
図
る
検
地
で
あ
る
と
こ
ろ
か

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
㈲
（
松
本
）



2０

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
肘
目
（
松
本
）

ら
地
撫
と
解
す
る
の
で
あ
る
。

「
地
撫
」
は
通
常
村
人
か
ら
の
要
舗
に
基
づ
い
て
村
人
の
参
加
の
も
と
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
検
地
に
対
す
る
村
人
の
反
掻
は
起
り

よ
う
が
な
い
。
こ
の
場
合
前
年
「
公
検
地
」
が
な
さ
れ
た
直
後
で
あ
る
か
ら
、
反
っ
て
大
名
権
力
側
の
抑
圧
が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
が
、
現

実
に
負
担
の
不
公
平
の
申
立
て
が
あ
れ
ば
地
撫
の
要
請
に
は
応
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

第三表天正１７年検地の実施日

×印は津田兵蔵の署名である

21日

Ｉ
ｉ

ｌ
ｌ

注○印は平井十兵衛

雪野村ｏｌｌ１１

７月10日 築地村
Ｏ×

藤田村
○×

１１日 木庭村
Ｏ×

１３日 山崎村

１７日 辺田村
Ｏ×

27日 原村
×

29日 宮原村

吉日 岩本村

７月 寺町村
Ｏ×

谷村 岡田村 袈裟尾村

８月１日 今村 甲佐町村
○

岩本村
×

白木村
×

上寵徳村
○×

下龍徳村
Ｏ×

３日 寺小野村
○

虎口村

５日 平野村
○

６日 木山村
○

１１日 荒牧村
×

１５日 木柑子村

１８日 東迫間村
○×

２０日 高野瀬村○ 広瀬村
○

吉日 赤.星村
○×

染土村
○
宮園村

○
伊萩村

･８月 西迫間村
×

下妙見村○ 深川村
○
蔵入 村ｐ

大柿村
○

９月６日 伊萩村
○

９日 姫井村

１７日 生:味村



天
正
一
七
年
検
地
の
日
程
は
二
月
●
二
日
の
西
郷
村
に
は
じ
ま
り
、
七
・
八
月
に
集
中
し
九
月
に
は
終
了
し
て
い
る
（
第
三
表

●
０
心
●

菊
池
郡
の
検
地
奉
行
は
津
田
兵
蔵
・
平
井
十
兵
衛
の
一
一
人
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
の
ス
ヶ
ー
ジ
ュ
ー
ル
は
相
当
に
ハ
ー
ド
な
も
の
で
あ
っ
た
、

と
い
う
の
は
、
こ
の
年
の
検
地
は
郡
内
の
一
方
か
ら
始
め
て
他
方
へ
流
れ
て
行
く
と
い
う
検
地
の
方
法
で
は
な
く
、
東
西
南
北
の
村
灸
が
可
成

り
勝
手
に
検
地
を
行
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
と
く
に
八
月
一
日
に
は
菊
池
郡
の
南
端
岩
本
村
、
西
端
の
甲
佐
町
（
こ
の
間
約
四
ギ
ロ
）
、
北
端

の
白
木
村
と
西
端
上
下
龍
徳
村
（
こ
の
間
約
三
キ
ロ
の
谷
あ
い
）
、
甲
佐
町
と
龍
徳
村
の
間
三
キ
ロ
と
い
う
村
登
で
検
地
が
な
さ
れ
へ
津
田
兵

蔵
は
約
六
キ
ロ
離
れ
た
岩
本
村
と
白
木
村
に
、
平
井
十
兵
衛
は
甲
佐
町
の
検
地
と
い
う
よ
う
に
地
区
を
分
担
し
た
ほ
か
寵
徳
村
で
は
二
人
が
立

2１

地
撫
が
要
請
さ
れ
る
の
は
村
内
に
お
い
て
負
担
に
箸
る
し
い
不
公
平
が
生
じ
た
場
合
だ
と
想
定
さ
れ
る
。

一
般
賎
と
し
て
は
、
天
災
地
変
に
よ
る
田
畑
の
流
失
耕
地
の
変
化
（
地
位
の
上
下
）
・
開
墾
の
進
行
・
労
働
力
の
減
少
に
よ
る
荒
地
の
進
行

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
天
正
一
七
年
検
地
帳
か
ら
菊
池
郡
の
状
況
を
想
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
水
害
に
よ
る
永
川
成
・
永
荒
と
野
開

・
苅
畠
の
広
汎
な
存
在
は
否
定
で
き
な
い
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
こ
の
地
が
国
衆
一
摸
の
中
心
地
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
地
撫
要
求
の
根
底
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
ｑ
即

ち
国
衆
一
渓
に
よ
っ
て
上
級
の
土
地
所
有
権
保
持
者
（
国
衆
と
そ
の
一
族
）
が
滅
亡
し
た
後
、
農
民
た
ち
は
自
ら
検
地
に
よ
っ
て
土
地
所
有
権

を
強
固
な
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

天
正
一
七
年
検
地
睦
か
上
る
村
方
か
ら
の
要
請
に
応
じ
る
形
で
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
加
藤
清
正
が
独
自
の
権
力
確
立
の
た
め
（
領

域
支
配
）
に
行
な
っ
た
も
の
と
は
考
え
難
い
し
、
こ
の
検
地
の
結
果
肥
後
国
の
高
が
変
化
す
る
性
格
の
も
の
で
も
な
か
っ
た
と
考
え
た
い
。

会
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。

検
地
が
こ
の
よ
う
に
短
期
間
に
成
し
と
げ
ら
れ
る
の
は
予
め
村
人
の
間
で
地
撫
が
な
さ
れ
、
検
地
奉
行
が
こ
れ
を
承
認
す
る
形
で
進
め
ら
れ

肥
後
国
検
地
鰻
の
再
検
討
㈲
（
松
本
）



注（
１
）
１
９
５
４
年
熊
本
史
学
会
編
『
肥
後
国
検
地
諸
帳
目
録
』

（
２
）
森
田
賊
一
「
肥
後
国
検
地
賭
帳
に
つ
い
て
」
（
頗
本
史
学
第
２
号
）

（
３
）
照
本
県
収
税
属
細
川
興
勝
編
『
肥
後
検
地
賭
帳
目
録
上
』

（
４
）
宮
川
満
『
太
閤
検
地
髄
』
、
安
藤
精
一
「
近
世
初
期
九
州
の
農
村
櫛
造
」
（
『
農
村
榊
造
の
史
的
分
析
』
、
小
野
重
雄
「
肥
後
国
天
正
・
慶
長
検
地
帳
の
分
析

ｌ
菊
池
伊
倉
村
お
よ
び
岩
本
村
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
神
奈
川
大
学
商
経
法
験
鐙
ｍ
Ｉ
３
）

（
５
）
花
岡
興
輝
「
肥
後
の
検
地
帳
ｌ
特
に
そ
の
成
立
に
つ
い
て
ｌ
」
（
熊
本
史
学
第
豹
号
）
、
松
下
志
朗
「
近
世
初
期
の
石
高
と
権
力
縞
成
」
（
日
本
史
研
究
一

七
六
号
）
、
森
山
恒
雄
「
肥
後
加
藤
氏
の
二
つ
の
検
地
（
帳
）
と
領
知
高
Ｉ
現
脱
へ
の
華
本
的
な
疑
問
と
再
検
肘
ｌ
」
（
熊
本
史
学
第
釦
号
）
、
館
本
近
世
史

2２

（
翌
「
豊
臣
秀
吉
判
物
状
」
（
永
青
文
庫
蔵
「
細
川
家
近
世
女
雷
目
録
」
）

罰
）
天
正
十
八
年
大
名
帳
（
大
日
本
租
税
志
）

（
幻
）
文
禄
三
年
中
川
氏
の
岡
城
入
城
に
際
し
て
年
貢
の
古
帳
提
出
を
命
じ
た
が
先
連
て
の
兵
乱
に
紛
失
し
た
旨
申
立
て
た
の
で
、
鉄
砲
頭
が
藤
木
を
持
っ
て

・
庄
屋
宅
へ
赴
き
、
古
帳
面
を
出
さ
な
い
場
合
操
に
か
け
る
旨
厳
命
し
古
帳
面
を
出
さ
せ
た
と
い
う
（
中
川
史
料
集
秀
成
公
の
条
）
、
慶
長
六
年
細
川
忠
興
の

（
３
）
照
本
県
収
税
属
細
川
興
勝
編
『
肥
後
検
地
賭
帳
目
録

（
４
）
宮
川
満
『
太
閤
検
地
髄
』
、
安
藤
精
一
「
近
世
初
期
全

ｌ
菊
池
伊
倉
村
お
よ
び
岩
本
村
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
念

（
５
）
花
岡
興
輝
「
肥
後
の
検
地
帳
ｌ
特
に
そ
の
成
立
に
つ

七
六
号
）
、
森
山
恒
雄
「
肥
後
加
藤
氏
の
二
つ
の
検
地

の
会
『
肥
後
国
検
地
根
の
基
礎
的
研
究
」
Ｉ
。
Ⅱ

（
６
）
太
宰
府
天
満
宮
『
大
宰
府
・
太
宰
府
天
満
官
女
書
展

（
７
）
天
正
躯
年
８
月
妬
日
佐
を
愈
備
判
物
（
小
代
文
笹
・

天
正
巧
年
加
月
佐
式
成
政
判
物
（
小
代
文
雷
・
県
史
料

天
正
巧
年
８
月
記
日
佐
堂
成
政
黒
印
状
ほ
か
（
内
田
文

（
８
）
「
成
恒
文
雷
」
大
分
県
史
料
⑧

（
９
）
「
大
宰
府
・
太
宰
府
天
満
宮
史
料
」

（
、
）
「
南
福
寺
文
窃
」
．

（
、
）
「
加
藤
清
正
定
番
」
（
北
里
文
番
・
県
史
料
中
世
篇
一

（
辺
）
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」
（
加
藤
浦
正
家
蔵
文
雷
・
県
中

（
咽
）
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
写
」
（
大
矢
野
文
雷
・
県
史
料
帝

（
皿
）
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」
（
加
藤
清
正
家
蔵
文
掛
・
県
車

（
咽
）
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」
（
阿
部
四
郎
四
郎
交
雷
・
県
申

（
妬
）
領
知
高
と
郷
帳
高
の
相
違
を
へ
森
山
氏
は
豊
臣
期
の

握
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
両
氏
と
も
領
知
高
の
基
礎

（
Ⅳ
）
森
山
恒
雄
「
前
掲
論
文
」

（
翌
・
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
写
」
（
佐
竹
家
階
下
）

（
畑
）
「
豊
臣
秀
吉
判
物
状
」
（
永
青
文
庫
蔵
「
細
川
家
近
蝶

茄
）
天
正
十
八
年
大
名
帳
（
大
日
本
租
税
志
）

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
肘
㈲
（
松
本
）史

料
中
世
篇
一
）

蔵
文
雷
・
県
史
料
中
世
踊
五
）

雷
・
県
史
料
中
世
篇
四
）

蔵
文
掛
・
県
史
料
中
世
爾
五
）

郎
交
雷
・
県
史
料
中
世
篇
五
）

〈
は
豊
臣
期
の
表
高
と
実
高
（
「
肥
後
五
十
四
万
石
の
成
立
」
）
と
見
、
松
下
氏
は
そ
れ
を
石
高
制
の
乗
離
と
し
て
把

阻
知
高
の
基
礎
を
「
公
検
地
」
と
し
な
い
点
に
問
題
が
あ
る
。

展
』・
県
史
料
中
世
鯛
一
）

料
中
世
篇
一
）

文
溌
・
県
史
料
中
世
嗣
二
）



豊
前
入
国
の
際
も
同
じ
よ
う
な
話
が
あ
り
『
四
日
市
村
年
代
記
』
に
、
「
御
奉
行
衆
よ
り
先
代
の
古
帳
御
吟
味
に
付
、
元
庄
屋
中
え
申
遮
候
得
洪
へ

紛
失
の

由
い
た
つ
ら
申
立
、
・
依
て
新
帳
は
其
盛
上
候
、
・
御
留
置
」
と
あ

（
犯
）
・
藩
法
研
究
会
編
「
藩
法
集
７
熊
本
藩
」
三
六
三
頁

翁
）
熊
本
近
世
史
の
会
「
肥
後
国
検
地
帳
の
基
礎
的
研
究
』
Ⅱ

（
鯉
）
森
山
恒
雄
「
肥
後
五
十
四
万
石
の
成
立
」
（
新
照
本
の
歴
史
４
、
近
世
（
上
）
）

（
躯
）
注
５

（
配
）
以
下
熊
本
県
立
図
窪
館
蔵
「
検
地
帳
」
に
よ
る

（
”
）
「
肥
後
国
郷
帳
」
（
大
日
本
近
世
史
料
『
肥
後
藩
人
畜
改
帳
』
五
所
収
）

（
翌
・
安
藤
精
一
「
返
世
初
期
肥
後
の
地
撫
」
（
熊
本
史
学
第
４
号
）
、
松
本
「
寛
永
期
細
川
領
に
お
け
る
「
地
撫
」
に
つ
い
て
」
（
熊
本
史
学
第
印
号

2３

肥
後
国
検
地
帳
の
再
検
討
㈲
（
松
本
）

（
国
史
学

助

教
授
〉
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